
スズカ未来だからできる

スズカ未来でもできる

登壇者：経営企画部 松尾 一次

ＦＰ事業部 新堂 優花
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スズカグループ
SDGs方針

SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、
国際社会が2016年から2030年までに達成すべき17の目標です。

わたしたちは地球に住む人々の一員で、生きるために経済活動の中で様々な資
源や物資を利用しています。今、環境問題や貧困問題など日本国内や世界中で
起きている様々な問題は地球に住む人々の一員と見れば、決して無関係ではな
いことでしょう。

企業グループとして、人にやさしく、地球にやさしくありたい。わたしたちに
できることをみんなで考え、行動し、実現していきたいと考えます。

代表取締役社長 末松正裕

スズカグループ版SDGsを始動
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事例紹介③



テーマ：フードロスを無くす
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三重県ユニセフ協会、設立10周年のイベ
ントが2022年11月23日三重県総合文化
センターにて、

【みんなで達成しようSDGｓ】

をテーマに開催されました。

テーマ：フードロスを無くす
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スズカグループとして

賞味期限ってなあに？

フードロスから考えよう

をテーマに出展し、不良在庫品・出荷期日
を超えた商品等フードロスになりそうな
商品の販売を行い、全売上全額を三重ユニ
セフ協会に寄付を行う内容で参加しました。

テーマ：フードロスを無くす
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テーマ：フードロスを無くす
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フードロスになりそうな商品2,730点を10個まで500円で販売しました。

テーマ：フードロスを無くす

７



実際に購入いただいたお客様から、「捨てるのはもったいない。賞味期限

は目安ですよね」といったお声も多くありました。また、参加した社員か

らは、「一人一人のちょっとした取り組みが大きなロス削減へつながって

いくと思います。」といった声を聞くことができました。

92,600円全額を三重県ユニセフ協会様へ寄付させていただくことが

できました。

支援の輪が広がり、フードロスに対する意識向上につながりました。

テーマ：フードロスを無くす
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子供の貧困対策として2017年9月より【グッドごはん】という活動を行って

いるNPO法人グッドネーバーズジャパン。

タスカルでは、2021年2月よりこのNPO法人と企業のフードロス対策と子供

の貧困支援に関する取り組みを始めました。

テーマ：フードロスの削減と生活困窮者支援

※タスカルから発信した
お取引先様への案内チラシ
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■活動報告（タスカルからの呼び掛けで集まった寄付内容）

テーマ：フードロスの削減と生活困窮者支援

◆2021年12月

・イチビキ 大豆の豆味噌500ｇ

・キョクヨー エビフライ

◆2022年11月

・日清オイリオ えごま油ドレッシング

3月の送付内容の一部です。
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■商品を受け取った方からのメッセージ

テーマ：フードロスの削減と生活困窮者支援
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フードロスにつながるサービスの紹介（一例）

マイラボ食品センターでは、賞味期限・
消費期限延長などのご相談にご対応します。

テーマ：フードロスを無くす
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フードロスにつながるサービスの紹介（一例）

テーマ：フードロスを無くす
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フードロスにつながるサービスの紹介（一例）

テーマ：フードロスを無くす

レトルト釜、急速冷凍機を使い、賞味期限延長に適したレトルト食品、冷凍食

品の試作が簡単に行えます。
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社 員 食 堂 空 （ KUU) は 、

「あったかいごはんを心地いい

空間で」「休憩時間ぐらいは仕

事を忘れ、空っぽのあたまでお

いしくごはんをいただくこと」

を目的に、ランチを300円で提

供しています。

手作りをモットーに、できたて

の美味しいご飯を毎日食べます。

テーマ：フードロスの削減

コロナ対策の為、スクール形式で食事を
しています。
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働く社員の夕食の一品に利用で

きるように社員食堂で提供され

るおかずの残りをテイクアウト

惣菜として販売しています。

販売した代金はユニセフへ募金

しています。食品ロス、社員、

社会の困っている人たち、みん

なが笑顔になれる取り組みを考

えています。

テーマ：フードロスの削減

テイクアウト惣菜

ユニセフへ募金
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食堂のスペースに

「環境・ＳＤＧｓ」関連書籍コーナー

があります。

いつでも利用することができ、社員の

意識向上につながっています。

テーマ：フードロスの削減
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私たちスズカ未来グループは、「環境」というテーマに対してさまざま

な取引企業とともに課題解決・提案を行うため、新たなプロジェクト

を発足しました。

今後に向けて
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私たちスズカグループは、お客様と環境に配慮した包装資材や

消耗品の販売を通してエコの輪を拡げていきたいと考えていま

す。

この地球で今を生きる私たちと、これから生まれる命のために。

さぁ、みんなが過ごしやすい環境を一緒に創ってみませんか。

今後に向けて
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近年、CO2排出による気候変動問題や海洋プラスチックの流出問題など、

環境保全の観点から、飲食に関わるプラスチック素材の使用が規制され、

新たな取り組みが始まっています。

私たちスズカ未来グループにおいても環境に配慮した商品が求められ、

バイオマスプラスチックや再生可能資源を原料とした容器の販売など

に注力しています。プラスチック商品を長く販売してきた企業として

方向転換し、積極的にCO2削減と脱プラ・減プラへ取り組んでいきます。

今後に向けて
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スズカ未来グループは包装容器や食品パッケージなど、プラスチック

と関係性の深い企業。だからこそ環境に配慮した商品を開発・販売し

5R、脱プラ、減プラへと取り組んでいきます。

今後に向けて
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◆百五銀行が脱炭素サービスの取り扱いを開始しました

◆お取引先様（ターゲット企業1000社）に対し脱炭素支援に加えて御社との

ビジネスマッチングにより、相乗効果が図れます

今後に向けて

百五脱酸素支援サービス
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今後に向けて
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今後に向けて

商品の一例
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今後に向けて

商品の一例
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